
 

＜別紙＞ 情報提供様式  
 

①事例名 

教員業務支援員等の効果的な活用ならびに学校業務等の精選事例 

②学校名 

多賀町立多賀小学校                      連絡先 0749-48-0004 

③取組分野（複数選択可） 

☑教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用事例 

☑校務分掌 （業務の平準化、業務削減等） に関する取組 

☑外部人材の活用 （スクールロイヤー・民間人材の活用等、コミュニティ・スクール、地域学校協働本部、地域ボランティア等含む） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・４月新たに本校に赴任した教員、高学年の担任を中心に帰宅時間が遅く、月の時間外勤務が８０時間を超えること

もあった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥ 参考となる写真や資料を添付 
 
① スクール・サポート・スタッフへの円滑な依頼と業務遂行の体制を

整え、教員のニーズを把握して的確かつ正確に作業を遂行してい

ただくことができた。 

取組のポイント 

スクール・サポート・スタッフの効果的な活用（依頼の体制づくりと

風通しの良い職場環境づくり） 

② 校内の支援員会議(特別支援教育支援員)、教育相談部会、生徒指導

委員会の内容を焦点化し実施回数を減らした。 

昨年度まで  それぞれ概ね毎月１回 

今年度     それぞれ概ね年５回 

取組のポイント 

   様々な会議の内容の焦点化と目的の明確化 

③ ＳＳＷとの連携の強化 

・ＳＳＷが支援員会議に参加することで、課題のある児童の状況を確 

実に把握し、対応に役立てることができた。 

（教員と連携する際には、対応について焦点化できた。） 

取組のポイント 

ＳＳＷとの連携の強化（確実な実態把握と速やかな対応・改善） 
 

 

⑦ 取組の成果 
 
・ＳＳＳの配置は、業務や作業の負担軽減につながり、また臨機応変に応

じていただく姿もあり、気持ちよい職場づくりにつながっている。 

・昼休みや放課後の時間を子どもと向き合う時間や学級事務等に充て

ることができるようになった。 

・①～③の取組は、教員の負担軽減、働きやすい職場づくりに寄与し、

様々な業務を効率的に行う風土づくりにつながっている。超過勤務が

1か月80時間を超えるものは激減した。 

しかし、教員によっては、在校等時間の縮減にはつながっていると

はいえない者も見受けられる。 

成果のポイント 

   負担軽減が在校時間の縮減につながるよう、教員の意識の転

換に向けた働きかけを行いたい。 
 

【業務中のスクール・サポート・スタッフ】 

 


